第１０章　電気・ガス・水道
概況　
　昭和59年における電気、ガス、水道の需要、供給のバランスは、以下のとおりであった。
電気は、需要が増加し供給は減少した。ガスについては、需要、供給とも減少を示した。
　電気
　昭和59年における電灯需要の契約口数をみると、361万4714口にのぼり、前年の354万7611口に比べ1.9パーセント（6万7103口）の増加を示した。その内訳をみると、定額制のものは44万8539口、従量制は315万8347口と、前年に比べそれぞれ2.1パーセント、1.9パーセントと増加している。また、契約口数の増加に伴いその使用電力量も104億5735万キロワット時と前年より3.3パーセント増加し、１口当たりの年間使用量も前年に比べ1.4パーセント増の2893キロワット時となった。
　一方、電力需要についてみると、契約口数は50万口にのぼり50万6130口、その使用量は309億9153万キロワット時で、前年に比べそれぞれ1.5パーセント、3.8パーセントの増加であった。
　このうち、500キロワット未満の需要家数は、50万4304件で、総需要家数の99.6パーセントと大部分を占めている。契約電力では861万9425キロワット、使用電力量では127億7700万キロワット時となり、それぞれ63.7パーセント、41.2パーセントのウェイトを占めている。前年に比べ、契約電力は1.7パーセントの増加、使用電力量は5.5パーセントの増加であった。
　なお500キロワット以上の大口電力契約による需要家数は1826件で前年より0.4パーセント増加し、契約電力490万2969キロワット、使用電力量182億1453万キロワット時もそれぞれ2.1パーセント、2.6パーセント増加した。
ガス　
大阪ガス株式会社における昭和59年中のガス生産量は、71億5238万立方メートルと前年の66億2712万立方メートルに比べ、7.9パーセントの増加を示した。これは混入ガスの生産量が大きく寄与したもので、62億7907万立方メートルと、前年に比べ9.4パーセントの増加となった。逆に、石炭ガスは８億7332万立方メートルで前年比1.5パーセント減と、56年以来減少を続けている。
　一方、消費量は46億1867万立方メートル前年比7.9パーセント増と、家庭用、工業用、商業用、その他のすべてが増加した。
　また、地域別に消費量をみると、大阪市地域が全体の39.1パーセント（前年より0.6ポイント増）を占め、次いで泉北地域が20.6パーセント（同1.3ポイント減）となっている。
水道　
　上水道の給水総量を見ると、年間配水量は12億8401万立方メートルで前年に比べ1.6パーセントの減となった。これは、夏期の琵琶湖の異常渇水により給水量を制限したことが原因とみられる。これを地域別にみると大阪市地域が５億2630万立方メートルで全体の41.0パーセントを占めている。
　栓数は266万3684件で前年に比べ0.8パーセントの増となった。
　また１人１日平均給水量は410 リットルで、年間配水量と同じ理由により前年に比べ8リットル減少した。これを市町村別にみると、１位か大阪市の549リットルで次いで岬町の455リットル、摂津市の412リットルとなっている。
　工業用水の使用状況をみると、１日当たりの総使用量は、前年比3.5パーセント増の894万4858　立方メートルとなった。
　このうち淡水の使用量は765万5270 立方メートルで、全体の85.6パーセント（前年より0.3ポイント増加）を占めており、前年（737万2228立方メートル）に比べると3.8パーセント増加した。これを水源別（淡水）にみると回収水が大半の85.4パーセントを占めており、なかでも化学、鉄鋼が回収水全体のそれぞれ52.0パーセント、25.0パーセントとこの業種の８割近くを使用している。
　次に府下における昭和59年度末現在の下水道の普及率をみると、排水施設が58.6パーセントで前年より1.1パーセント増となっている。このうち、大阪市地域は排水施設、処理施設ともに99.3パーセントとほとんど普及している。
　また、都市下水路延長では、都市計画決定が９万6910メートル、供用開始が５万4969メートルとなっている。
